
する「発掘さ
れた総

ふさ

の国 in  
柏・流山」であ 
る。（写真３）
柏市と流山市
で行われてい
る県の土地区
画整理事業に

先立って、実施している発掘調査について紹
介している。展示しているのは、柏

かしわ

市
し

原
はら

山
やま

遺
跡から出土した多様な旧石器時代の石器や、
流山市思

おも

井
い

上
かみ

ノ
の

内
うち

遺跡から出土した縄文時代
後期の土器や石器、土偶、また奈良・平安時
代の「寺」と記載のある墨

ぼく

書
しょ

土器や円
えん

面
めん

硯
けん

（円
形の墨を磨る硯

すずり

）を含む土
は

師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

など
である。
　また２階では日本遺産「北総四都市江戸紀
行」や「千葉の地層10選」など千葉県の文化
財を紹介するパネル展示（写真４）も併せて
実施中である。展示は最新の成果報告や、展
示物の入れ替えなどの更新を予定しており、
今後の展開に
注目していた
だきたい。

　文化財課では現在、柏市の「さわやかちば
県民プラザ」にて近年の発掘調査成果などに
ついて展示を行っている。
　展示は１階
と２階に分か
れており、１
階は「発掘さ 
れた総

ふさ

の名品」
と題して、ア
ゴラ内の２か
所に「柏たな
か駅」周辺の遺跡の出土品を展示している。
出土品の一つは柏市小

こ

山
やま

台
だい

遺跡から出土した
縄文時代中期の加

か

曽
そ

利
り

Ｅ式土器で（写真１）、
口の部分に付いた左右対称の把

とっ

手
て

が特徴であ
る。

　もう一つは
柏市駒

こま

形
がた

遺跡
から出土した
尖
せん

頭
とう

器
き

である。
尖頭器は旧石
器時代の終わ
りから縄文時
代の初めにか

けて使用された狩猟に用いる槍先で（写真２）、
左右対称に美しく調整された形状は、投げて
使う槍であると考えられている。
　２階の展示は千葉県の発掘調査成果を紹介

千 葉 歴 史 の 散 歩 道千 葉 歴 史 の 散 歩 道

県教育庁教育振興部文化財課文化財主事　牧
まき
　武
たけ
尊
る

発掘された総
ふさ

の国　in 柏・流山　開催中！
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写真１　アゴラ内
「発掘された総の名品」①

写真３　発掘された
総の国 in 柏・流山

写真２　アゴラ内
「発掘された総の名品」②

写真４　２Ｆパネル展示


